
紀伊国畠田店,煎京｡ 222pp

4)杉山串丸 ･四郎和正 ･大沢秀行 (1979):捻

力個体iB跡による花崎山ニホンザルの幼児約

矢の性Z!- 予軌 ニホンザル地域災田にお

ける性の役刑についての社会生物学的研死

(河合雅堆 ･究滋柑),pp.52-55｡

5)小山直樹 (1979):交尾肋におけるニホンザ

ルメスのグルーミング機略｡ニホンザル地域

放EZlにおける性の役割についての社会生物学

的研死 (河合雅堆 ･東滋編),pp･21-26｡

学 会 発 表

I)ToolUsingandMaking
BehaviorofWildChiTnPan-
2:eeSatBossou,Guinea.
Sugiyama,Y.& Roman,I.
Xthlnterna亡ionalCongress
ofAnthropologicaland
EthnologicalSciences
(1978)

2)FieldStudiesofWon-human
PrimatesinIndia.

Sugiyama,Y.VItthCongress
ofthelnternational

PrimatologicalSociety
(1979)

3)PopulationDynamicsof
WildChitnpan2:eeSat
Bossou,Guinea.
Sugiyama,Y.aRoman,J.
Ⅴ工IthCongressofthe
lntemationalPrimatologi-
calSociety (1979)

4)PopulationTrendsofthe
HanumanI-angurinDharwar
Area(Karnataka,India)
Sugiyama,Y.a

Parthasarathy,M･D.VIIth
Congressofthe工nter-
na亡ionalPrimatological
Society (1979)

5)Geographicdistributionof
therhesusandthebonnet

monkeysinWesトCentral
lndia.

1)政務mEl

Koyama,N.&Shaker,P.a.
ⅤⅠ工thCongress0fthe
lnternationalPrimatologiI
calSociety (1979)

6)地山におけるニホンザル個体群の変動

小山正樹 ･乗越略司

窮26回日本生闇学会大会 (1979)

生 理 研 究 部 門

大浮 済 ･大島 将

.目片文夫 ･林 基拾

三上文江1)

研 究 板 要

1)体温調節反応の比較生理学的研究

大洋 済 ･目片文夫

各種サル爪の寒冷,洛熱下における体温調節反

応を比較し'楼瓜田墳および系統 との関係を考疾

する｡

2)ニホンザルの釆冷噸応に関する研究

大冊 所 ･目片文夫 ･三上文江

人工気象室で5oCに岨応させ,種々の外温に対

する体温調節反応'ノルアドレナリン反応性,脂

質組成等の変化を調べて生理的lln応過程を明らか

にする｡

3)ニホンザルの野生群における寒冷適応の研究

大将 所 ･三上文江

寒冷多雪地域に任tp志f!C群の捕控総合調査を

行ない'極限的寒冷環境下における体温調節反応,

および寒冷血管反応を調べる｡

4)ニホンザル繁殖期の季節性を決定する要因に

関する研究

大島 清 ･林 義治

要因のうち,中枢機序がもっとも考えられ,そ

のうち'光一松果体一視床下部の経路がZE要と思

われる｡現在では松果体性のメラトニンのみでな

く,祝托下部性の jndolamineと光,LH1-RHと

の関係を考慮に入れねはな■らない｡中枢と性腺活

動をfTl先生埋字的,屯粥的に研究をすすめる｡

5)分娩発釆及び妊娯維持摂序に関する研究

大 鳥 滞

妊娠および分娩前後のサル血中Prostaglandin,
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Progesterone,Estrogen,Prolactin の変動を

測定し,妊娠維持 ,分娩発釆にどのような役割を

外けこしているかを研究する｡

6)卵管 .卵巣 ,子宮の電気的活動に及ぼす各種

ホルモンの影響

大 島 清

慢性的に電極を装着して生理的環境下で telem-

ctrjcに電気的活動を記録して自然周期ならびに

ホルモンの影響などを調べる｡

7)低温および高温環境下に於ける子宮,卵管,

TE気的活動 と血中ホルモンの動態について

大 島 清

体温降下により子宮活動が低下することは臨床

的に知られている｡環境温度の急変により,下腹

柿 ,不快感'流産を意超 した報告 もあり'環境温

皮が生殖機能に与える彫軌 ま大 きいと推測される

人工気象室に於て環境温度を低温または高温にし'

そこにサルを飼育したときの子宮,卵管活動を電

気的に記録すると同時に'それと血中ホルモン動

態 との因果関係を解析する｡

8)ニホンザル夏季不妊期に於ける人工受精に関

する研究

大島 清 ･松林清明

ニホンザルは夏季に特有の無月経,無周期の不

妊状闇となるが ,この時期にHMO-HCO therapy

で排卵を誘発せしめ冷疎保存または採取直後の持

戒にJ:って人工受精を試みる｡成功すればニホン

ザルの年2度の妊娠が可能となり自家繁殖態勢が

曲化でき,サルによる試験管ベビー研究の素地も

作り柑る｡

9)ニホンザルの生殖リズムと卵巣,子宮,卵管

の微細構造に関する研究

大 島 清

繁殖期と夏期不妊期,繁殖期に於ける月経周期

にともなう卵胞,子宮内膜,卵管内腔および子宮

繋管の微細構造の変化を走査型'透過型の両電子

粥徽幻によって検討し,電気的活動および生化学

的変化と比較する｡

10)各超サルの血管平滑筋細胞膜の屯気的性質に

関する研究

目 片 文 夫

各種サルの血管平滑筋の電気的,機械的性質お

よび,これ等に対する神経支配を比較生理学的に

しらペ,四足走行から二足歩行への移行に伴って

生ずる血管系の変化についてその対応をみる｡一

方 ,基礎医学的見地か ら,主として脳血管 ,冠状

血管に対する薬物の影響について,サル及び他の

実験動物 との比較を行 う｡

ll)サル大脳 アミノペプチダーゼに関する研究

林 基 治

本年度はLILeucy1-01ycy1-01ycineを基質

とするアミノペプチダーゼ活性をサル大脳内に検

索した｡その結果 ,従来のアリルアミダーゼ以外

に本基質を水解するアミノペプチダーゼの存在が

明らかになった｡本酵素を精製し若干の性質を明

らかにした｡

12)P物質の脳内代謝機構

林 基 治

サル大脳可溶性分画についてP物質の脳内代謝

を調べた｡現在P物質の生物活性と改行させ更に

検討を進めている｡

総 統

1)大島 酒 (1978):サ)t･による生殖実験法 .

その3,電気生理学的実験法 ,胎児内分泌学

および中枢神経系へのアプローチ｡

臨床婦人科産科,32,(8), 599-606｡

2)大鳥 清 (1979):霊長類の性行動 ,代謝 ,

vo116. ｢性｣I, 76-83｡

臨 文

I)oshima,K･,(1978):Physi0-
10gicalandethological
approaches亡o亡hereproduc-
tioninJapanesemonkeys.
JASS Proceedings 2;4-18.

2)Oshima,K.,T.Aso･andM.
Hayashi(1979):U亡erine
con亡ractili亡yandplasma
levelsofsteroidhormons

afterintravaginal亡rea亡ment
ofpregnantJapanesemonkeys
(Macacafuscatafuscata)

with 16,)6-dimethy1-亡rans-
△2-pros亡aglandinE-1methyl
ester.J.Reprod･Fert･55,
353-358

3)Hayashi,M.(1978):Monkey
BrainArylamidaseII.Further
CharacterizationandStudies
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OnModeofHydrolysisof
PhysiologicallyActive
Peptides.J.Biochem.84,
1363-】372

学 会 弗表

1)サルの卵以内卵及び卵附周桐道における投合

槻PIの租税化学的研死

只野 肌 ･只野正志 ･大鳥 朽

第19回日本組械細胞

学会,岐阜 (1978)

2)サル血中プロラクチンの動態について

林 基治 ･大島 清

第56回日本生理学会,東京 (1979)1

8)DHAS投与による妊娠日本ザル子宮類管の

熱化に関する内分泌学的'昭気生理学的･TE

和的研究

大 島 清

日本不妊学会中部支部会, (1979)

4) 物 監視を利用 した腹腔鏡下内臓手術の試み

可世木辰夫 ･可世木公実子

大島 清

日本不妊学会中部支部会,(1979)

5)Breedinghusbandryofthe
Japanesemonkey.
KiyoshiOshima
VII亡hCongressOfthe
InternationalPritnatological
Society,SymposiumV,(1979)

6)オス雷長原の性行動

大 島 清

第24回日本不妊学総

会教育講済 (1979)

7)大動脈平滑筋におけるslowwav･eの電気的

性質

目 片 文 夫

血管平滑筋に関する日米合

同シンポジウムーホノルル

8)サル大脳L-LeucyJ101ycy1-01ycineを水

解するアミノペプチダーゼについて

林 正治 ･大砲 frl

耶51回日本正化学会,京都 (1978)

生 化 学 研究 部 門

高橋但拾 ･

貝山 節 ･

践岡一雄1)

研 究 概 要

1)蛋白質および酵累のf荷造,機能 ,進化に関す

る基礎的研究

拓 摘 健 治

蛋白質おJ:び酵素の構造と機能およびその相関

性と分子進化に関する比較生化学的基礎研究を歎

種の蛋白質について継続している｡ .)ポヌクレア

ーゼTlの活性部位の性状のNMR法による解戚 )

E.coljのペプチ ド鎖延長因子の全一次構造決

定'3)パパインの活性部位の性状のスピンラペノ堀

による解析鴨 を進めた｡

2)霊長頂の補体および祁体レセプターに関する

比較研究 5)

拓 橋 銀 治

前年にひき続き,忠長狭血中の柄体および補体

レセプターの性状に関する種間比較研究を進めた｡

符に赤血球と血小板の補体レセプターについて缶

長頬の系統関係 と関連する的苔な芸界が楼閣で認

められることが判明した｡

8)霊長類の解再伸系のm製と性質

践岡一雄 ･高橋健治

アカゲザル肝臓から和製 したグルタチオンS-

アリール転移酔索について,システイン残基の反

応性を種々の試薬を用いて検索するとともに,本

酵素の種々のニ トロ化合物に対する作用特異性を

検索した｡

1)教務職員

2)稲垣冬彦 ･宮沢辰雄 ら (宋大 ･理) との協

同研死

3)中村俊 ･上代叔人ら (束大 ･医科研) との

協同研死

4)吉田政幸 ･渡辺徳子 ･中山伸一 (東大 ･理)

との協同研究

5)奥田智子 ･橘武彦 (東化大 ･抗敢歯研) と

の協同研究
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